
【本レベルの学習時期の目安】
訪問看護従事直後から半年程度

評価日　　　　　　　　　　　年　　　　　月　　　　　日　

学習者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 学習支援者氏名：　　　　　　　    　　　　　　　　　　　

● 訪問看護師としての基本的能力     　　　未経験　 　 　　　  できない　　　指導のもとにできる    ひとりでできる　　　　　　　　　　　　　 　　 　　　　　　　　　　評価の理由 目標と方策

1 就業上のルールを守る  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

2 その場にふさわしい態度で挨拶する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

3 来客・電話などに適切に対応する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

4 事業所の理念・活動目標を説明する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

5 日頃の健康管理に努める  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

6 活動地域の交通機関の利用方法、道路事情、目的地周辺の主要施設などを把握する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

7 日々の看護活動について、常に報告・連絡・相談する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

8 訪問看護に必要な物品や身支度を事前に整える  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

9 個人情報保護の必要性を理解し、情報を適切に管理する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

10 利用者・家族の意思を尊重し、目標を共有して活動する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

11 利用者・家族の意見の相違などをとらえる  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

12 利用者・家族の人権や自由が脅かされている状況などをとらえる  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

13 コミュニケーションを通して、利用者・家族との良好な関係をつくる  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

14 利用者・家族に関する事柄について、関係する人々に適切に伝え、助言を得る  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

15 自分の悩みや困難を表出する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

16 一人で判断が困難な問題に関して、同僚・管理者に速やかに相談する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

17 チームとしてケアを提供していることを他者に説明する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

18 在宅療養に必要な教育指導を利用者・家族に行う  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

19 事業所内の勉強会などの学習に参加する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

20 知識・技術・態度などの不足を補うために自己学習する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

● 訪問看護専門的能力     　　　未経験　 　 　　　  できない　　　指導のもとにできる    ひとりでできる　　　　　　　　　　　　　 　　 　　　　　　　　　　評価の理由 目標と方策　　

21 利用者・家族の持つ力（強み）を見出す  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

22 利用者と家族を一単位の看護の対象として認識し、働きかける  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

23 地域の社会資源の情報収集方法を理解する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

24 地域の保健医療福祉資源を把握する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

25 医療処置や看護技術について、利用者・家族に説明する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

26 在宅看護に必要とされる最低限の看護技術
＊
を身につけ、実施する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

27 正しい手洗いの手技を体得し、励行することにより感染予防に努める  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

28 安全に感染予防及び医療廃棄物の取り扱いを行う  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

29 生活重視の考え方に切り替える  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

30 訪問先・訪問予定を確認して、必要な情報を基にその日の援助計画を立てる  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

31 訪問後、速やかにその日の看護援助を規定の様式に記録する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

● 組織的能力     　　　未経験　 　 　　　  できない　　　指導のもとにできる    ひとりでできる　　　　　　　　　　　　　 　　 　　　　　　　　　　評価の理由 目標と方策

32 安心・安全・安楽を念頭においてケアを提供する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

33 感染予防を考慮し、物品の選択や訪問順序を決定する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

34 災害時対応マニュアル・事業継続計画（BCP)を熟読し、発災時に適切な行動をとる  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

35 情報機器などを適切に使用して、個人情報の流出を防ぐ  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

36 就業規則に従って仕事をする  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

37 日々使用する物品について整備補充する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

38 診療報酬・介護報酬などを理解し、事業所の経済性を意識してサービス提供にあたる  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

39 ステーションのサービス内容の概要を理解し、他者に説明する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

● その他     　　　未経験　 　 　　　  できない　　　指導のもとにできる    ひとりでできる　　　　　　　　　　　　　 　　 　　　　　　　　　　評価の理由 目標と方策

 　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

 　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

 　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

　【再評価日】　　　　　  　年　　　　　月　　　　　日　

OＪＴシート：新人編　（レベルⅠ）

目標 ： 訪問看護師としての基本的態度を身につけ、ステーションのメンバーとして活動できる

作成 : 日本在宅看護教育研究会



【本レベルの学習時期の目安】
訪問看護従事1年～3年程度

評価日　　　　　　　　　　　年　　　　　月　　　　　日　

学習者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 学習支援者氏名：　　　　　　　    　　　　　　　　　　　

● 訪問看護師としての基本的能力     　　　未経験　 　 　　　  できない　　　指導のもとにできる    ひとりでできる　　　　　　　　　　　　　 　　 　　　　　　　　　　評価の理由 目標と方策

1 職場の雰囲気を良好に保つように行動する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

2 訪問看護に対する関心が継続する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

3 自身の心身の状態変化に気づき、状況に応じて速やかに対処する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

4 必要とする個人の情報を、適宜適切な方法で入手・管理する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

5 利用者・家族に対して提供したケアに関する説明責任を果たす  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

6 利用者・家族の人権や自由が脅かされている状況がある場合は速やかに行動する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

7 コミュニケーションを通して、利用者・家族から必要な情報を引き出す  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

8 自分の悩みや困難体験を言語化し、他者の支援を得る  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

9 管理者や同僚の支援が必要か判断し、支援を求める  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

10 事業所内各職員の役割を把握している  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

11 利用者・家族の持つ力を査定し、十分発揮できるように指導する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

12 自分の看護実践を整理し、実習・研修生などに説明する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

13 同僚･管理者の訪問看護に関心をもち、内容を聞き、自分の実践に活かす  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

14 訪問看護師としての自分の成長と将来の発展に期待を持つ  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

15 自分の実践を直視し、足りないところの指摘を受け入れる  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

16 自分の看護活動を客観的に分析し、整理する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

17 研究活動や学会発表などに関心を持ち、参加する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

18 事業所内での勉強会などを企画運営する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

19 同僚と実習・研修などに対して、支援的態度で接する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

20 訪問看護師としての自分の将来像に向かって行動する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

21 自分の能力を客観的に評価し、強みを生かし不足部分を補う  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

22 自らの関心事を見出し、テーマを決めて研究的に取り組む  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

● 訪問看護専門的能力     　　　未経験　 　 　　　  できない　　　指導のもとにできる    ひとりでできる　　　　　　　　　　　　　 　　 　　　　　　　　　　評価の理由 目標と方策　　

23 利用者・家族が自ら解決できる方向に導く  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

24 利用者・家族の自立に向け、対象に合わせて支援する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

25 制度の最新情報を利用者・家族に説明する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

26 利用者・家族による社会資源の適切な活用を支援する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

27 医療処置や看護技術について、利用者・家族、関係職種に説明する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

28 感染管理について、関係職種と情報を共有し、方針を統一する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

29 感染症発生時、拡大を最小限に抑えるため、迅速に対処する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

30 同僚の訪問看護に対して必要時、助言・指導する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

31 看護記録、サマリーなどの内容を検討し、よりよい様式を考案する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

● 組織的能力     　　　未経験　 　 　　　  できない　　　指導のもとにできる    ひとりでできる　　　　　　　　　　　　　 　　 　　　　　　　　　　評価の理由 目標と方策

32 安全・安楽な療養環境について、利用者・家族及び職員に指導・助言する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

33 虐待が予測される場合、他者の支援を得ながら迅速に対処する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

34 利用者・家族の問題を予測し、予防的に対処する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

35 災害時の被害を最小限にするよう、予防的に行動する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

36 入手した情報を組織内で適切に管理、活用する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

37 関係職種・関係機関の専門性を尊重し、円滑な連携に努める  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

38 訪問看護に必要な物品の保管管理の責任を持つ  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

39 訪問看護の質向上に関心を持ち、事業所の看護実践の評価に加わる  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

40 運営・経営・管理についての目標を理解し、説明する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

41 個別の看護援助から地域住民全体の健康生活維持・向上への視点を持つ  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

● その他     　　　未経験　 　 　　　  できない　　　指導のもとにできる    ひとりでできる　　　　　　　　　　　　　 　　 　　　　　　　　　　評価の理由 目標と方策

 　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

 　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

 　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

　【再評価日】　　　　　  　年　　　　　月　　　　　日　

OＪＴシート：初級編　（レベルⅡ）

目標 ： 訪問看護師として一人前に活動できる

作成 : 日本在宅看護教育研究会



【本レベルの学習時期の目安】
訪問看護従事1年～3年程度

評価日　　　　　　　　　　　年　　　　　月　　　　　日　

学習者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 学習支援者氏名：　　　　　　　    　　　　　　　　　　　

● 訪問看護師としての基本的能力     　　　未経験　 　 　　　  できない　　　指導のもとにできる    ひとりでできる　　　　　　　　　　　　　 　　 　　　　　　　　　　評価の理由 目標と方策

1 他の看護職が就業上のルールを順守できるように指導する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

2 職場の雰囲気の変化を感知し、よりよく変化させるための行動をとる  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

3 来客・電話等への適切な対応について指導する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

4 事業所の理念・活動目標について、日常の看護活動とつなげて説明する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

5 訪問看護師としての自己を肯定し、目指す訪問看護師像を表現する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

6 自分のストレスに気づき、コントロールする方策を持つ  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

7 個人情報保護についての最新知識をもつ  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

8 利用者・家族それぞれの意見や考えを尊重する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

9 倫理的な配慮に努め、問題がある場合には速やかに行動する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

10 複雑な問題を抱えた利用者・家族から必要な情報を引き出す  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

11 関係職種と利用者・家族の情報及び意見を交換する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

12 職務上の不安・悩みについて同僚・管理者に表出し、解決の方向性を見出す  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

13 関係構築が困難な人に対して、根気強く関係つくりに挑む  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

14 利用者・家族にかかわる関係職種との信頼関係を築く  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

15 事業所内での自らの位置・役割がわかる  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

16 事業所内で効果的に自分の役割を果たす  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

17 利用者・家族の生活環境や価値観とQOLを考慮して教育指導を行う  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

18 事業所内での勉強会などを企画運営する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

19 同僚と実習・研修などに対して、支援的態度で接する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

20 訪問看護師としての自分の将来像に向かって行動する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

21 自分の能力を客観的に評価し、強みを生かし不足部分を補う  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

22 自らの関心事を見出し、テーマを決めて研究的に取り組む  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

● 訪問看護専門的能力     　　　未経験　 　 　　　  できない　　　指導のもとにできる    ひとりでできる　　　　　　　　　　　　　 　　 　　　　　　　　　　評価の理由 目標と方策　　

23 利用者・家族が自ら解決できる方向に導く  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

24 利用者・家族の自立に向け、対象に合わせて支援する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

25 制度の最新情報を利用者・家族に説明する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

26 利用者・家族による社会資源の適切な活用を支援する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

27 医療処置や看護技術について、利用者・家族、関係職種に説明する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

28 感染管理について、関係職種と情報を共有し、方針を統一する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

29 感染症発生時、拡大を最小限に抑えるため、迅速に対処する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

30 同僚の訪問看護に対して必要時、助言・指導する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

31 看護記録、サマリーなどの内容を検討し、よりよい様式を考案する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

● 組織的能力     　　　未経験　 　 　　　  できない　　　指導のもとにできる    ひとりでできる　　　　　　　　　　　　　 　　 　　　　　　　　　　評価の理由 目標と方策

32 安全・安楽な療養環境について、利用者・家族及び職員に指導・助言する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

33 虐待が予測される場合、他者の支援を得ながら迅速に対処する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

34 利用者・家族の問題を予測し、予防的に対処する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

35 災害時の被害を最小限にするよう、予防的に行動する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

36 入手した情報を組織内で適切に管理、活用する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

37 関係職種・関係機関の専門性を尊重し、円滑な連携に努める  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

38 訪問看護に必要な物品の保管管理の責任を持つ  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

39 訪問看護の質向上に関心を持ち、事業所の看護実践の評価に加わる  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

40 運営・経営・管理についての目標を理解し、説明する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

41 個別の看護援助から地域住民全体の健康生活維持・向上への視点を持つ  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

● その他     　　　未経験　 　 　　　  できない　　　指導のもとにできる    ひとりでできる　　　　　　　　　　　　　 　　 　　　　　　　　　　評価の理由 目標と方策

 　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

 　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

 　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

　【再評価日】　　　　　  　年　　　　　月　　　　　日　

OＪＴシート：中級編　（レベルⅢ）

目標 ： 訪問看護師として一人前に活動できる

作成 : 日本在宅看護教育研究会



【本レベルの学習時期の目安】
訪問看護従事3年～5年程度

評価日　　　　　　　　　　　年　　　　　月　　　　　日　

学習者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 学習支援者氏名：　　　　　　　    　　　　　　　　　　　

● 訪問看護師としての基本的能力     　　　未経験　 　 　　　  できない　　　指導のもとにできる    ひとりでできる　　　　　　　　　　　　　 　　 　　　　　　　　　　評価の理由 目標と方策

1 訪問看護師としての誇りを持ち続け、モデルとなるように心がける  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

2 個人情報管理と保護についての取り組み状況を他者に説明および指導を行う  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

3 家族内の問題の解決に向けた調整の場を設けて、話し合う  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

4 法律や制度を確認しながら、倫理的な問題について率先して解決するための行動を起こす  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

5 利用者・家族の問題解決に向けた効果的なコミュニケーションをとる  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

6 職員個々の悩みを受け止め、解決に向けた支援を行う  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

7 職員が個々の役割を果たせるように支援を行う  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

8 職員の個性や状況を踏まえ、本人の意欲が高められるような助言・指導を行うする  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

9 管理者と共に実習・研修の教育指導体制を円滑に行えるように協力する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

10 自分の能力を客観的に評価し、改善を図る  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

11 日々の実践を一般化できるように研究を行う  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

● 訪問看護専門的能力     　　　未経験　 　 　　　  できない　　　指導のもとにできる    ひとりでできる　　　　　　　　　　　　　 　　 　　　　　　　　　　評価の理由 目標と方策　　

12 利用者・家族の持つ力を活かし、主体的に判断・行動ができるような支援を行う  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

13 地域ぐるみで家族を支援できる体制に参加する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

14 利用者に必要な社会資源に関する情報を収集および提供できる  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

15 在宅における看護技術・知識の現状を理解し、より効果的な技術の検討を行う  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

16 感染管理についてのリスクマネジメントを行い、体制を整える  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

17 大規模感染症発生時には、他職種・他機関と協働できる  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

18 利用者・家族のQOLを重視した看護展開になるように支援・指導を行う  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

19 職員が関る多重課題を有する利用者・家族の看護について、支援を行う  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

● 組織的能力     　　　未経験　 　 　　　  できない　　　指導のもとにできる    ひとりでできる　　　　　　　　　　　　　 　　 　　　　　　　　　　評価の理由 目標と方策

20 インシデントレポートの分析・マニュアルの見直しを行い、再発防止策を図る  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

21 災害時対応マニュアル・事業継続計画（BCP)に従って定期的に訓練・確認を行う  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

22 地域の保健・医療・福祉および行政による対応が必要な問題を見極める  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

23 地域の住民の「助け合う力」を引き出し、連携を行う  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

24 管理者と共に、職員の労働環境を整える  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

25 管理者と共に提供しているサービスを振り返り、質評保障に努める  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

26 管理者と共に、安定かつ健全な事業所運営に努める  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

● その他     　　　未経験　 　 　　　  できない　　　指導のもとにできる    ひとりでできる　　　　　　　　　　　　　 　　 　　　　　　　　　　評価の理由 目標と方策

 　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

 　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

 　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

　【再評価日】　　　　　  　年　　　　　月　　　　　日　

OＪＴシート：上級編　（レベルⅣ）

目標 ： 事業所内のリーダー的役割がとれ、管理者の補佐ができる

作成 : 日本在宅看護教育研究会



評価日　　　　　　　　　　　年　　　　　月　　　　　日　

学習者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 学習支援者氏名：　　　　　　　    　　　　　　　　　　　

● 訪問看護師としての基本的能力     　　　未経験　 　 　　　  できない　　　指導のもとにできる    ひとりでできる　　　　　　　　　　　　　 　　 　　　　　　　　　　評価の理由 目標と方策

1 就業上のルールを必要に応じて変更したり、より就業しやすいルールを検討する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

2 職員が働きやすい職場風土をつくる  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

3 職員の接遇向上の取りくみを企画する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

4 事業所の理念・活動目標を掲げて、実現に向けた行動を推進する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

5 複雑な人間関係を解決していこうとする積極的な風土を作ることができる  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

6 自分の訪問看護管理者としての姿を客観視する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

7 情報管理と保護についての責任を持つ  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

8 問題解決の調整の場の設定や専門職への相談などに対処する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

9 起こった倫理的問題に対して、専門家と相談しながら対処する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

10 効果的なコミュニケーションの取り方について職員に助言する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

11 地域の他職種・他機関と良好なコミュニケーションをとる  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

12 職員の持つ不安や困難に適切に対処する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

13 複雑・困難化した人間関係の改善のために人事対応も含めて対処する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

14 地域の他職種・他機関と良好な関係を築く  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

15 組織外の力も十分に活用しながら、事業所内のチーム力を向上する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

16 事業所の年間教育計画を立て、教育支援体制を整える  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

17 実習・研修の指導教育体制を整備する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

18 管理能力向上のための専門職ネットワークに関心を持ち、活動に加わる  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

19 事業所の将来のあり方を考え、管理者としてのビジョンを持つ  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

20 看護職員の研究活動をサポートする  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

21 事業所として研究成果の公表を支援する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

● 訪問看護専門的能力     　　　未経験　 　 　　　  できない　　　指導のもとにできる    ひとりでできる　　　　　　　　　　　　　 　　 　　　　　　　　　　評価の理由 目標と方策　　

22 職員個々の持つ力を強化し、訪問看護師としての自信を育む  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

23 事業所管理を理解し、管理者を支援する人を確保する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

24 看護職員が家族看護の視点を持って看護展開できるように支援する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

25 必要時には新たな社会資源を開発する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

26 感染管理体制を整備する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

27 感染症に適切に対処し、関係機関に連絡し、感染拡大を防止する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

28 複雑で困難な利用者・家族などへの直接対応や職員への指導をする  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

29 看護計画書・報告書などから看護の実際を確認し、必要に応じて指導する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

● 組織的能力     　　　未経験　 　 　　　  できない　　　指導のもとにできる    ひとりでできる　　　　　　　　　　　　　 　　 　　　　　　　　　　評価の理由 目標と方策

30 事業所として苦情に対応し、再発防止に努める  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

31 相談機関の確保や保険への加入などの危機対応の体制を整備する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

32 地域包括支援センターや児童相談所、警察などと連携して課題に対処する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

33 保健所や病院などと連携して、地域の感染対策を実施する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

34 災害時対応マニュアル・事業継続計画（BCP)を適宜更新し、地域防災体制を整える  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

35 法令を遵守した情報管理システムであることを定期的に確認する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

36 地域で活動する看護職や他職種の育成に貢献する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

37 地域内に必要なネットワークを他職種・他機関と協力してつくる  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

38 地域における事業や会議などに積極的に参加し、役割を果たす  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

39 事業計画・事業報告を作成し、職員や他部門の職員と共有する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

40 事業計画に則って物品の購入・保守点検などの管理を実施する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

41 就業規則に従って、安全管理・労働条件を確保し、職員が力を発揮できるような環境をつくる  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

42 事業所の健全な経営を維持し、必要に応じて職員などに権限を委譲する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

43 質評価指標などを用いて、組織の現状分析を行い改善を図る  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

44 事業計画に則って事業所の人材確保体制の充実を図る  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

45 地域住民の健康の維持向上を目指した政策化への関心の持ち、地域の担当者とのつながりをもつ  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

● その他     　　　未経験　 　 　　　  できない　　　指導のもとにできる    ひとりでできる　　　　　　　　　　　　　 　　 　　　　　　　　　　評価の理由 目標と方策

 　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

 　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

 　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

　【再評価日】　　　　　  　年　　　　　月　　　　　日　

OＪＴシート：管理者編　（レベルⅤ）

目標 ： 管理者として効果的な組織運営ができ、地域に必要とされる訪問看護ステーションとして、その役割を発揮できる

作成 : 日本在宅看護教育研究会



【本レベルの学習時期の目安】
レベルは問わず、在宅看護過程を見直す際に使用する

評価日　　　　　　　　　　　年　　　　　月　　　　　日　

学習者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 学習支援者氏名：　　　　　　　    　　　　　　　　　　　

情報収集     　　　未経験　 　 　　　  できない　　　　　　支援を要する    　 　　できる　　　　　　　　　　　　　 　　 　　　　　　　　　　 評価の理由 目標と方策

1 利用者・家族、および関係職種からの情報を記録する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

2 状況に応じて、情報を意図的に収集する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

3 利用している社会資源と利用可能な社会資源の情報を収集する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

アセスメント     　　　未経験　 　 　　　  できない　　　　　　支援を要する    　 　　できる　　　　　　　　　　　　　 　　 　　　　　　　　　　 評価の理由 目標と方策

4 把握した情報を多角的に関連付けて整理する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

5 利用者の健康障害と生活機能を関連させて、課題を整理する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

6 長期的な視点をもって、今、予防的に関わらなければならない課題を整理する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

7 利用者・家族の強みを挙げる  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

8 利用者・家族の状況を考慮して、課題の優先順位を決定する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

計画立案     　　　未経験　 　 　　　  できない　　　　　　支援を要する    　 　　できる　　　　　　　　　　　　　 　　 　　　　　　　　　　 評価の理由 目標と方策

9 アセスメントに基づき、利用者・家族の希望を考慮し、関係職種の意見を取り入れて目標を設定する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

10 評価可能な目標を段階的に設定する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

11 利用可能な社会資源・制度との関連を考慮して義対策を挙げる  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

12 利用者・家族の意思と価値観を尊重し、具体策を挙げる  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

13 利用者の健康障害や生活機能障害を、強みと関連させ具体策を挙げる  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

14 利用者・家族の生活を24時間、１週間、１か月、１年単位で捉え、予測的視点を含めた具体策を挙げる  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

15 計画内容を利用者・家族にわかりやすく説明する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

16 関係職種にチームケアの中で看護職が担う役割をわかりやすく説明する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

実施     　　　未経験　 　 　　　  できない　　　　　　支援を要する    　 　　できる　　　　　　　　　　　　　 　　 　　　　　　　　　　 評価の理由 目標と方策

17 利用者・家族の状況に合わせて実施する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

18 医療的処置など根拠を説明して実施する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

19 計画内容を予定時間内に行う  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

20 方法や必要な物品を状況に応じて工夫する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

21 利用者・家族が継続できる介護や医療処置の方法を助言・指導する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

22 家族、関係職種と協力して計画を実施する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

23 必要時、管理者・主治医・関係職種に報告、連絡、相談する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

24 実施に伴う一連の過程を記録する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

評価     　　　未経験　 　 　　　  できない　　　　　　支援を要する    　 　　できる　　　　　　　　　　　　　 　　 　　　　　　　　　　 評価の理由 目標と方策

25 課題ごとに評価し、必要に応じて計画を修正する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

26 訪問看護報告書・計画書を書く  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

27 中間サマリ・終了サマリ・情報提供用サマリを書く  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

28 受け持ち事例の看護過程を振り返りケースレポートとしてまとめる  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

　【再評価日】　　　　　  　年　　　　　月　　　　　日　

OＪＴシート：在宅看護過程　（各レベル共通）

目標 ： 効果的・効率的に、在宅看護過程を展開できる

作成 : 日本在宅看護教育研究会



【本レベルの学習時期の目安】
レベルは問わず、家族への支援を見直す際に使用する

評価日　　　　　　　　　　　年　　　　　月　　　　　日　

学習者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 学習支援者氏名：　　　　　　　    　　　　　　　　　　　

基本姿勢     　　　未経験　 　 　　　  できない　　　　　　支援を要する    　 　　できる　　　　　　　　　　　　　 　　 　　　　　　　　　　 評価の理由 目標と方策

1 積極的に家族とコミュニケーションをはかる  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

2 利用者・家族に敬意をもって接する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

3 利用者・家族に対して中立的立場で接する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

4 家族一人ひとりの意思・価値観を尊重する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

情報収集     　　　未経験　 　 　　　  できない　　　　　　支援を要する    　 　　できる　　　　　　　　　　　　　 　　 　　　　　　　　　　 評価の理由 目標と方策

5 家族に関する多様な情報を利用者・家族や周囲の人々から収集する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

6 家族の健康状態を把握する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

7 家族の生活状況を把握する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

8 家族が行っている介護を把握する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

9 家族内での一人ひとりの役割を把握する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

10 在宅療養に対する家族の思い・考えを把握する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

11 家族の言動に違和感を感じたときは放置せず確認する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

アセスメント     　　　未経験　 　 　　　  できない　　　　　　支援を要する    　 　　できる　　　　　　　　　　　　　 　　 　　　　　　　　　　 評価の理由 目標と方策

12 家族関係図を作成し、家族の課題を整理する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

13 家族の健康上の課題を整理する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

14 家族の日常生活・社会生活上の課題を整理する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

15 療養生活における家族の介護上の課題を整理する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

16 家族の強みを挙げる  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

17 家族アセスメントモデルを活用して家族の全体像を整理する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

18 家族の課題の優先順位を決定する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

看護介入     　　　未経験　 　 　　　  できない　　　　　　支援を要する    　 　　できる　　　　　　　　　　　　　 　　 　　　　　　　　　　 評価の理由 目標と方策

19 家族と共に課題解決に向けて話し合い、目標を設定する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

20 家族の強み・主体性を活かした具体的な解決策を提案する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

21 療養生活に影響する家族関係を調整するための環境を整える  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

22 家族にとって必要と考えられる社会資源を提示する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

23 計画の実施において、家族の生活スタイルを尊重する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

24 家族の貢献に対してねぎらいと称賛の言葉をかける  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

25 状況に応じて家族全体や個々に働きかける  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

26 状況に応じて継続的にケアチームで取り組む  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

評価     　　　未経験　 　 　　　  できない　　　　　　支援を要する    　 　　できる　　　　　　　　　　　　　 　　 　　　　　　　　　　 評価の理由 目標と方策

27 課題が解決されているか、利用者・家族と共に確認する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

28 利用者・家族が満足した療養生活が送れているかを確認する  　□　 　　□　 　 　□　　 　 □　

　【再評価日】　　　　　  　年　　　　　月　　　　　日　

OＪＴシート：在宅医療における家族看護　（各レベル共通）

目標 ： 在宅医療における家族の課題を把握し、解決にむけて支援できる

作成 : 日本在宅看護教育研究会


